
■剣道部
　□男子個人　　優勝　
 　　　　　　　　　　　　準優勝　
 　　　　　　　　　　　　第3位　 【12月の予定】

　□男子団体戦　優勝 　・職員会議(1)

　□女子個人　　準優勝　 　・3年飲酒予防講座(2)

 　　　　　　　　　　　　第3位　 　・生徒会専門委員会(3)

　□女子団体戦　準優勝 　・校内推薦委員会(7)

■陸上競技部 　・学年進路委員会(7～8)

　□女子駅伝の部　準優勝 　・生徒会役員選挙(9)

　・市内一斉防犯活動(14)

　□男子駅伝の部　第3位 　・3年期末懇談(16～22)

　・1,2年期末懇談(17～22)

＜阪神大会＞ 　・大掃除、校内進路委員会(23)

■女子ソフトテニス部　  県大会出場！ 　・終業式、職員会議(24)

　 　□個人戦　　　ベスト１６　2組 　・冬季休業(26～1/6)

　　 　□兵庫県中学生ソフトテニス新進大会　学校対抗戦　第3位 　・学校閉鎖(29～1/3)

日 曜
1 月 完全下校17:00（～2月）
2 火 オープンスクール　生徒会専門委員会
3 水 　文化の日　野球部協会杯（会場）
4 木 　　3年進路説明会 金曜校時
5 金 　　3年実力テスト 木曜校時
6 土 野球部協会杯（会場）
7 日 　　吹奏楽部定期演奏会
8 月
9 火 職員会議　3年ストレスマネジメント講座

10 水
11 木
12 金 　　市内英語祭
13 土 　　グラウンド貯水槽工事
14 日
15 月
16 火 　　3年命の尊さ講座 市内一斉防犯活動
17 水 期末考査(給食なし）
18 木 　　　　　　　 (給食なし）
19 金 　　　　　　　 （給食あり）
20 土
21 日
22 月 創立記念日
23 火 勤労感謝の日
24 水 （諸費引き落とし日）

25 木 金曜校時 PTA文化教室（午前）
26 金 校内研究授業（木曜校時）
27 土
28 日
29 月
30 火

11　月　学　校　行　事

期末考査1週間前（部活動なし～19日朝まで） 諸費引き落とし日

 

「校外学習を終えて」

1年

今回の校外学習でひたすら歩きながら友達としゃべって、「あっ、コイツこんなやつだったんだ」と

違う一面を知ることができました。

また、校外学習をやってみて感じたことは、集団で行動するのはすごく難しいということです。なぜ

なら、班員の中には行動するとどんどん先に行ってしまう人と、しゃべって遅れる人が現れるから

です。それに意見が合わない時もあります。地図で分かりにくい所は「あっちだ」「いや、こっちだ

ね」と意見が合わない時もありました。しかし、他の班員が協力し、問題を解決してくれました。校

外学習は、集団で行動するのは難しいけれど、みんなで協力すれば問題ない、楽しめるということ

も感じ取れました。

令和3(2021)年11月号

宝塚市立御殿山中学校

＜欠席連絡システム「スクリレ」の導入に向けた「実証実験」開始＞

「朝8時まで学校は留守番電話で欠席の連絡ができない。」

「休日に部活の欠席連絡をどうしよう。」

「学校から配布されるプリントをスマホで見ることができたら便利」などという保護者の皆さ

まの声から、「スクリレ」（理想科学（株））のアプリを用いての実証実験を11月から3月末ま

で行うこととしました。

このシステムは、一部有料ですが、実証実験ということで今年の3月末まで、無料で利用で

きます。スマートフォンの専用アプリを使って、「学校・部活動への欠席連絡」「学校から配布

されるプリント類をスマートフォンで確認」等ができます。また、広告が表示され、それを見て

いただくことでポイントがたまる仕組みになっています。1ポイント1円相当で学校またはPTA

に還元されます。

中 体 連 新 人 大 会

■今月号では10月に実施した行事の生徒作文を紹介します。
1年生：校外学習（10/8）、2年生：トライやる・ウィーク（10/11～15）、
3年生：修学旅行（10/11～13）

「修学旅行を終えて」

実行委員長 ３年

色々な人のお話を聞いて、私は戦争はやってはいけないと改めて思った。山内さんからのお話を

聞いたり、毒ガス資料館へ行くと戦争で日本が極秘にしていたことが詳しく知れたりした。唯一、

日本が毒ガス使用禁止の条約を破ったこと、それに伴って毒ガスによる被害者が大勢いたことな

どが修学旅行で訪れて初めて分かった。そこまでして日本は負けが分からなかった。抵抗せずに

負けを認めていれば、日本の大勢の人が亡くなることはなかった。戦争をしているときの日本には

負けという選択はなく勝つということしか考えていなかったのかなと思った。

「トライやる・ウィークを終えて」

２年

コロナ禍でのトライやる、従来のようにはいかなかったけれど、

"day"ではなく"week"で行われ、様々な方に来ていただいて

感謝の気持ちでいっぱいです。そんなトライやる・ウィークは私

の中学校生活の中でかけがえのない思い出となりました。それ

も、私たち生徒が主体となって看板を作ったり、講師の方をお

迎えしたり、お電話をしたりと自分たちでトライやるを創ってい

るのだなぁと感じたからです。

また、トライやるではたくさんの事について学び、気付き、感じ

ることができました。例えば、Salon de Nでフォトフレームづく

りをしたとき、「作ったフォトフレームは妊婦さんに差し上げま

す」と講師の方が仰って、より一層、丁寧に心を込めて作ろうと

思いました。"人の為に行動する"というのは、こんなにも嬉しく、

頑張ろうと思えるのだなぁと思いました。

さらに、私が担当の方を送りに行ったとき、"I want to come 

here again!" "It was so fun."などと言ってくださいました。

先生方に自分たちがお客になってはいけないと言われていた

ので、みんな他人任せに行動せず、責任を持って行動した結

果のお言葉だったのだなぁと感動しました。異例のトライやる・

ウィークとなりましたが、実行委員や先生方、地域の方々や生

徒1人1人の頑張りのおかげで大成功！！と呼べるものになりま

した！


